


小規模事業者向けカスタムパーカーの製造工程:モックアップ承認後に起こること

Details
要点: 小規模事業者向けカスタムパーカーの製造工程は、七つの関門を通って進みます。まずルート(既製ブランクへの加飾か、裁断縫製か)を選びます。次に仕様を確定し、加飾の段取りを
整え、量産前サンプルを承認して、量産の裁断・縫製・加飾に入ります。最後に最終QCとコンプライアンス関連書類が続きます。遅れの多くは、アートワークが未完成、サンプルが未承認、
サイズ内訳が未提出といった、生産に入る前に起こります。不良の多くは、ファスナーの前立て、プリントの硬化工程、ラベルの三か所で発生します。製作期間のカウントは、通常、アート
ワーク、サンプル、支払いのすべてが確定してから始まります。

モックアップを承認し、内金を支払ったあと、一週間なんの連絡もない。小規模事業者にとって、これは小規模事業者向けカスタムパーカーの製造工程でもっとも不安になる時期です。何が
起きているのか見えないからです。発売日がまだ現実的なのかどうかも判断できません。

沈黙が問題になるのは、不具合が遅れて表面化するからです。フルジップパーカーの購入者レビューにも同じ傾向があります。ファスナーが「初日に壊れた」。コットンの身頃は縮むのにファ
スナーテープは縮まないため、一度の洗濯で前立てが波打つ。デジタルプレビューには一度も出てこなかった白いファスナーテープが届く。胸のプリントが、ファスナーのエレメントをまた
ぐ部分で割れる。こうした不具合は、平面のモックアップでは見つかりません。ただし、どれも特定の製造関門で防げたはずのものです。

このガイドでは、承認から納品までのパーカー注文を、ステージごとに追います。各ステージで、工場が何をしているか、お客様に何が求められるか、スケジュールがどこで遅れやすいか、
不良がどこで生まれるかがわかります。どう作られるかよりも、何を注文するかを検討中の方には、当社の ファスナーに耐える仕様のカスタムプリント・フルジップパーカー のページが役
立ちます。仕様、アートワークの配置ゾーン、チャネルの選び方を取り上げています。
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小ロットのパーカー注文における「製造」とは?
小規模事業者のパーカー注文は二つのルートのいずれかで進み、それぞれ製作期間のカウントが異なります。

加飾する既製ブランク。 衣類はすでに存在しています。生地メーカーがフリースを編み、縫製工場がパーカーに仕立て、卸売業者が色とサイズ別に在庫を持っています。注文の実態は加飾作
業です。工場がブランクを取り出し、お客様のアートワークをプリント、刺繍、または転写し、検品して出荷します。アートワークと配置は自分で決められますが、生地の重量、ファスナー
の金具、フードの裏地、フィット感は選べません。スタッフ、イベント、チーム向けのロゴ入りパーカーの多くは、このルートです。

裁断縫製。 衣類をお客様のために一から作るルートです。生地は仕様に合わせて調達または編成され、パターンは各サイズに合わせてグレーディングされ、パネルが裁断され、選んだファス
ナー、ポケット、付属品でパーカーが縫い上げられます。加飾は、組み立て前の平らな裁断パネルに施せるため、前立ての近くにアートワークを置くには最もきれいな方法です。ほぼすべて
を自分で決められる代わりに、サンプル作成の回数が増え、色ごとの最低数量が設けられ、スケジュールも長くなります。

多くの小規模ブランドはブランクから始め、一つのデザインが売れると確認できた時点で裁断縫製に移行します。以下のステージは、どちらのルートにも当てはまります。裁断縫製ではすべ
てのステージを実施し、ブランクのルートでは生地とパターンの作業を省くだけです。

https://jp.zigpac.com/custom-printing-on-apparel/custom-full-zip-hoodies.html


小規模事業者向けカスタムパーカーの製造工程:ステージごとの流れ

ステージ 1:ルートの決定と注文受付

実施内容: 工場は、ルート、ブランクまたは生地、加飾方法、色ごとの数量、そして手元に必要な納品期日を確認します。

お客様側で必要なもの: 五つの入力項目で、いずれも確定情報が必要です。大人用か子ども用かのサイズ展開、販売先の市場、色ごとのサイズ内訳、目標の単価予算、そして本当の納期です。
納期は「できるだけ早く」ではなく、イベントの日付にしてください。

遅れが始まる場所: 最も多いのは、サイズ内訳の提出が遅れることです。ブランクは色とサイズ別に割り当てられます。「サイズは来週確定します」という状態では、色がすでに決まってい



るものも含め、注文全体が止まります。裁断縫製では、通常、色が増えるたびにその色ごとの最低数量が加わります。一つの数量を多くの色に分けると、最低数量の基準を下回り、見積もり
をやり直すことになる場合があります。

ステージ 2:仕様の確定(テックパック)

実施内容: コストやスケジュールを左右する変数は、すべて一度だけ書面にまとめます。繊維組成と生地重量、防縮加工(プレシュリンク)、ファスナーの種類(金属かコイルか、テープの色、
スライダーの形状、上止めと下止め)、フードの構造、ポケットの仕様、リブなどの付属品、ラベルの内容、梱包が含まれます。

不良が始まる場所: あいまいな重量表記。生地重量は両方の単位、oz/yd² と g/m² で書いてください(1 oz/yd² ≈ 33.9 g/m²)。米国の卸売業者と海外の生地メーカー
では、使われる慣例が違うためです。マーケティング上の呼び名は仕様ではありません。広く販売されている 8.0 oz/yd²(≈271 g/m²)の 50/50 のフルジップが「ヘビー
ブレンド」として売られており、購入確認済みのバイヤーが「ヘビーウェイトと書いてあったのに、そうではない」として返品しています。ヘビーウェイトの手触りがほしいなら、数値で指
定してください。

ファスナーも、後日のメールではなく、この書類に含めるべきです。フルジップには、プルオーバーにはない前立ての工程が加わります。厚手のフリース生地は軽いファスナーを引っ張り、
硬いファスナーは柔らかい生地をゆがめます。生地を裁断したあとにファスナーのブランド、エレメントの種類、テープの色を変えると、コストとリードタイムの両方が変わります。ステー
ジ 2 に署名した時点で、ファスナーは確定とみなしてください。

確認しておきたい基準: ファスナーの強度には、標準的な試験方法である ASTM D2061[1]があります。この規格は、チェーンの横方向強度、止め具の保持強度、スライダーロック
の保持強度、引き抜き抵抗を対象としています。サプライヤーが自社のファスナーを「耐久性が高い」と言うなら、そのうちどの試験で裏付けられているのかを確認してください。

ステージ 3:アートワークと加飾の段取り

実施内容: アートワークは、選んだ加飾方法に合わせた生産用の型やデータに変換されます。スクリーン印刷では、インク色ごとに専用のフィルムとスクリーンが必要です。刺繍では、ロゴ
ファイルとは別にデジタイズした刺繍データが必要で、ここで縫い密度、下縫い、スタビライザーが決まります。DTGでは、プリントプロファイルと、通常は濃色の衣類への前処理工程が
必要です。DTFでは、印刷してパウダーを塗布したフィルム転写シートが必要です。

遅れが始まる場所: 実際には量産可能な状態になっていない製作用アートワーク。よくある例は、描き直しが必要なラスター画像、アウトライン化されていないフォント、色合わせがされて
いないインク色です。多くの店舗は、印刷可能なアートワーク、承認済みのモックアップ、支払いがすべてそろうまで、納期のカウントは始まらないとはっきり明記しています。この段階で
遅れて送った分だけ、出荷日がそのまま後ろにずれます。

不良が始まる場所: ファスナーとの位置関係。フルジップのアートワークは、左胸、背中、袖に置き、エレメントにかからないようにします。理由と配置ゾーンについては、 フルジップパー
カーの商品ページで説明しているので、ここでは生産面での影響だけ述べます。前立てをまたぐアートワークは、案件ごとに見積もる例外扱いとなり、専用のサンプルが必要です。標準の項
目ではありません。

自動化により、小ロット生産の段取りが短縮されつつあります。2026年の展示会シーズンを取り上げた業界報道では、作業者が衣類をセットしてバーコードを読み取りプレスするだけで、
システムが印刷・硬化・転写の処理まで行うDTFラインが注目されました(Impressions「2026年のアパレル加飾の現状」[2])。それでも、段取りが速くなったからといって、
ヒートプレスがファスナーのエレメントの上で平らに密着するわけではありません。

ステージ 4:量産前サンプルと承認

実施内容: 工場は、実際のブランクまたは生地に、実際のファスナーを使い、実際の加飾方法で仕上げたパーカーを一枚以上作ります。何かを変更するのに、費用が最も安く済む最後のタイ
ミングです。

不良が潜む場所: 仕上がったばかりのサンプルは、たいてい完璧に見えます。インクが厚い部分のひび割れ、密度の高い刺繍まわりのパッカリング、前立ての波打ちは、洗濯、引っ張り、繰
り返しの取り扱いのあとで初めて現れることが多くあります。ある工場の事例では、届いた時点ではきれいだった背面プリントが、洗濯後にインクが最も厚い部分に細かい表面のひびを見せ
たと報告されています。刺繍フォーラムでも、50/50 のフリースで同じ傾向が報告されています。洗濯前は縫い目が平らなのに、乾燥機のあとはパッカリングが出る、というものです。
通常の対策は、カットアウェイタイプのスタビライザーと、縫い密度を下げることです。

署名する前にテストすること:

サンプルを裏返しにして、プリントする予定のお手入れ表示の条件で、少なくとも三回、洗濯と乾燥機乾燥を行います。
ファスナーを全開から全閉までの全行程で何度も動かします。エレメントが生地を噛まないか、スライダーがアートワークをこすらないか、前立てが平らに戻らなくなっていない
かを確認します。

https://v1backup.astm.org/Standards/D2061.htm
https://jp.zigpac.com/custom-printing-on-apparel/custom-full-zip-hoodies.html
https://jp.zigpac.com/custom-printing-on-apparel/custom-full-zip-hoodies.html
https://impressionsmagazine.com/news/special-report-state-of-decorated-apparel-industry-2026/169196/


プリント部分を手で引っ張り、インクの縁にひびがないか確認します。
濃色と淡色の衣類は、別々に色を比較します。濃色の生地では、DTGの白インクは、スクリーン印刷では通常起こらない形で、下地の色がいくらか透けることがあります。
色堅牢度については、生地や加飾が AATCC TM61(促進家庭洗濯)に基づく試験を受けているか、また何級のグレースケール判定だったかを確認してください。

承認するのは、洗濯前の新品ではなく、洗濯後のサンプルです。写真を撮って保管し、発注書で承認済みの基準として参照してください。

ステージ 5:量産

ブランクのルートでの流れ: ブランクを受け取り、サイズと色別に数え、加飾し、硬化または仕上げをして、たたみます。卸売業者からの数量不足は、最もよくある想定外です。良い工場は、
加飾のあとではなく加飾の前に、不足を報告します。

裁断縫製のルートでの流れ: 生地を検査して休ませ(リラックス)、サイズごとにパネルを裁断し、デザイン上必要なら平らなパネルに加飾し、そのあと身頃、フード、袖、ポケット、前立て
を縫います。ファスナーの取り付けは、ライン上で最も時間がかかり、最も不良を生みやすい作業です。コットンの身頃に防縮加工がなく、ナイロンのファスナーテープが縮まない場合、最
初の家庭洗濯で前立てが波打ち、購入者が「ベーコン」ファスナーと表現する状態になります。

不良が始まる場所: 硬化の工程。硬化不足のプラスチゾルインクはべたつきが残り、洗濯で落ちます。硬化しすぎたインクはもろくなってひび割れます。DTF転写は、指定の温度、圧力、
保持時間から外れると、縁が浮き上がります。適正な条件は、インクまたはフィルムのメーカーの技術データシートで決まるもので、ブログ記事で決まるものではありません。工場がどのデー
タシートに基づいて硬化しているのか、確認してください。

ステージ 6:工程内検査と最終QC

実施内容: 検査は二回行われます。縫製と加飾の最中に行う工程内検査で、系統的な誤りを早期に見つけます。最終検査は、通常、梱包済みのカートンから抜き取ったAQLサンプルで行い、
ロットを出荷してよいかを判定します。

フルジップ向けQCチェックリスト:

検査するすべての製品でファスナーを全行程動かす:エレメントの飛びがない、生地がチェーンに噛み込まない、スライダーのゆるみがない。
ファスナーを閉じたとき前立てが平らで、左右の裾が下端でそろっている。
加飾の位置がサイズ間で一貫している。大きいサイズでは、アートワークが取り決めどおりに拡大されているかを確認する。
引っ張り試験のあとにプリントのひび割れがなく、刺繍のパッカリングや余分な渡り糸(ジャンプステッチ)がない。
サイズ別の製品寸法が、取り決めた仕様書と一致している。
ラベルが付いており、読みやすく、内容が正しい(ステージ 7 を参照)。



ロスの見込み: 加飾業者は、プリントの生産でロス率を 2–3% と見積もるのが一般的です。再プリントの余裕がないイベント注文では、サイズごとに数枚の予備が含まれているか、追加
すべきかを確認してください。

ステージ 7:コンプライアンス、表示ラベル、出荷

小規模事業者が省略しがちなステージです。完成した注文が港で止められたり、販売から回収されたりするのも、この段階での問題です。

燃焼性。 米国で販売される衣料用テキスタイルは、16 CFR 第 1610 部の対象です。フリースは起毛表面の生地であり、起毛表面の生地は平滑な生地とは別の基準で分類されます。
起毛表面の生地がクラス 1 に分類されるのは、燃焼時間が 7.0 秒を超える場合、または表面だけが閃光状に燃えて下地の生地に着火しない場合です。平滑表面の生地は 3.5 秒以上が
必要です。クラス 3 の生地は衣料に使用できません(16 CFR §1610.4[3])。CPSCのガイダンスは、露出部分のある裏地の例として「前面全開のファスナー付きジャケット」
を挙げています。したがって、ファスナーを開けたときに見える起毛フリースの内側は、たとえ外側の面が適用除外の対象でも、独自の試験が必要になることがあります。大人用衣料には、
書面の一般適合証明書が必要です(CPSC衣料ガイダンス[4]).

ラベル。 各製品には、5% 以上含まれるすべての繊維について、一般名と重量比の割合、さらに製造者名またはRN番号、原産国の表示が必要です(16 CFR §303.16[5])。ま
た、 FTCお手入れ表示規則[6]に基づく恒久的なお手入れ表示も必要です。加飾業者がブランクの元のラベルを切り取り、ロゴタグだけを縫い付けると、その製品は不適合になる可能性が
あります。

子ども用サイズは別製品です。 サイズ 2T–12 の子ども用アウターの首まわりとフードのドローストリングは、重大な製品上の危険として扱われます。サイズ 2T–16 のウエストと
裾のドローストリングは、露出部分が 3 インチまでに制限され、トグルや結び目は禁止されています。CPSCの職員は、首まわりとフードのドローストリングに関連する死亡事故 26
件と非致死の事故 73 件を把握しています。これらは 1985 年から 2019 年の間に発生したものです(CPSCドローストリングガイダンス[7])。子ども用製品には、恒久的な
トラッキングラベル[8] と、子ども用製品証明書も必要です。ファスナーなどの金属またはプラスチックの部品は、鉛の試験を受ける必要があります。子ども用サイズを含むチーム注文では、
大人用の仕様を寸法だけ小さくして流用することはできません。

化学物質と調達。 多くの注文には、さらに二つの確認事項があります。

PFAS: 2025年1月1日以降、カリフォルニア州とニューヨーク州は繊維製品でのPFASの使用を制限しています。2026年に報告された独立機関の検査では、州法
に適合した製品は約 80%(検査対象は約 115 製品)で、適合しなかった製品もありました(The Guardian[9])。撥水性または防汚性のフリースには、サプライヤー
からの全有機フッ素の試験結果が必要です。
綿の輸入: 2026年7月31日、DHSは 43 社をUFLPAエンティティリストに追加し、掲載数は 187 社になりました。CBPはこの法律に基づ
き、24,300 件を超える貨物の輸入を拒否しています(DHS[10])。輸入するコットン混のフリースには、繊維から完成品まで追跡可能な書類が必要です。

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-D/part-1610/subpart-A/section-1610.4
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Clothing-OLD
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303/section-303.16
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-D/part-423
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Drawstrings-in-Childrens-Upper-Outerwear
https://www.cpsc.gov/FAQ/Tracking-Label
https://www.theguardian.com/environment/2026/jun/15/pfas-clothing-textiles-report
https://www.dhs.gov/news/2026/07/31/dhs-announces-addition-43-companies-uflpa-entity-list


有害物質を対象とする任意の証明書、たとえば OEKO-TEX STANDARD 100[11] のような証明書は、お客様の訴求内容の裏付けになります。パーカーは通常、製品クラ
スII(肌に直接触れるもの)に該当します。ブランクメーカーが保有する証明書が対象とするのはそのブランクであり、あとから加えるインクや転写は対象外です。

遅れと不良はどこで始まるのか?ルート別・加飾方法別の比較
最初の表は、各生産ルートについて、管理できる変数と、最も多い不具合の発生箇所を整理したものです。リードタイムと最低数量は、工場、ブランクの在庫、季節によって異なるため、サ
プライヤーと書面で確認してください。

項目 加飾する既製ブランク 裁断縫製 オンデマンドプリント(単品)
管理できるこ
と アートワーク、配置、加飾方法 生地、重量、ファスナー、フィット、付属品、ラベル、アートワーク テンプレート内でのアートワークと

配置
実際に行われ
るステージ 1, 3, 4(多くはデジタル校正のみ)、5, 6, 7 七つすべて(サンプル作成の回数が増える) ステージ 3, 5 および 6 が主に

自動化

遅れが起きや
すい場所 色・サイズ別のブランクの欠品、アートワークの遅れ 生地調達、パターン修正、サンプルの手直し

繁忙期の順番待ち、複数アイテムの
注文は最も遅いアイテムに合わせて
出荷

不良が起きや
すい場所 加飾の硬化、ファスナー近くの配置 ファスナーの取り付け、縮みの不一致、ラベル表示 指定できないブランクの品質、濃色

生地へのDTG白インク
お客様側のコ
ンプライアン
ス負担

元のラベルを残す、子ども用のドローストリングを確認
する 全面対応:1610 試験、GCC/CPC、FTCラベル表示、調達記録 プラットフォームと分担、子ども用

サイズは要確認

向いている用
途 スタッフ、イベント、チーム、初回生産 一つのデザインの売れ行きが確認できたあとの、ブランドの新作ドロップ デザインのテスト、単発のギフト

二つ目の表は、加飾方法を生産時の挙動で比較したものです。

方法 段取り工程 失敗しやすい仕上げ工程 フルジップで典型的な不良
スクリーン印刷 色ごとにスクリーンを用意 インクの硬化 インクが厚い部分のひび割れ、ファスナーの溝へのインクだまり
刺繍 デジタイズした刺繍データ スタビライザーと密度の選択 初回洗濯後のパッカリング
DTG プリントプロファイルと前処理 前処理と硬化 前処理の枠跡が見える、濃色フリースで白が鈍い

https://www.oeko-tex.com/importedmedia/downloadfiles/OEKO-TEX_STANDARD_100_Standard_EN_DE.pdf


方法 段取り工程 失敗しやすい仕上げ工程 フルジップで典型的な不良
DTF 印刷してパウダーを塗布したフィルム プレスの温度、圧力、保持時間 縁の浮き、特に縫い目やエレメントの付近

FAQ
FAQ:製作期間のカウントは、実際にはいつ始まりますか?

次の三つのうち最後の一つが確定した時点で始まります。量産可能なアートワーク、承認済みの校正またはサンプル、そして支払いです。注文した日は数えません。アートワークの修正やサ
ンプルの確認待ちに費やした時間は、スケジュールに吸収されるのではなく、そのまま加算されます。サプライヤーには、カウント開始の条件を書面で示してもらい、生産日数と輸送日数を
別々に見積もってもらってください。

FAQ:承認後にファスナーの色やポケットの仕様を変更できますか?

ブランクのルートでは、別のブランクに切り替える場合に限られ、その場合は在庫確認と校正がやり直しになります。裁断縫製では、生地を裁断したあとの変更は、通常、新しい付属品、新
たなコスト、新しいスケジュールを意味します。ファスナーの種類、テープの色、ポケットは、ステージ 2 の仕様で確定してください。

FAQ:予備はどのくらい多めに発注すべきですか?

加飾業者は、プリントの生産で 2–3% のロスを見込むのが一般的です。日程が決まったイベントや、スタッフの人数が固定されている場合のように、不足すると実際に困るときは、サイ
ズごとに予備が含まれているかを確認するか、少し余裕を持たせて自分で追加してください。

FAQ:大人用の販促パーカーに燃焼性の証明書は必要ですか?

はい。米国で販売される適用除外でない大人用衣料には、16 CFR 第 1610 部に基づく一般適合証明書が必要です。ファスナーを開けると起毛の内側が見えるフルジップでは、外側
の面だけでなく、露出する裏地も評価されたことを確認してください。

FAQ:子ども用サイズに大人用注文と同じ仕様を使えますか?

いいえ。子ども用サイズには、首まわりのドローストリングがないフード、規定に適合したウエストコード、ファスナーなどの部品の鉛試験、トラッキングラベル、子ども用製品証明書が必
要です。子ども用サイズは、注文内の別の生産ラインとして扱ってください。

FAQ:ロゴをファスナーをまたいで入れられますか?

可能ですが、案件ごとに見積もる例外扱いで、専用のサンプルが必要です。標準の配置ではありません。安全なゾーンとその理由は、当社の カスタムジップアップパーカー のページで解説
しています。

重要ポイント
フリースは起毛表面の燃焼性規則に従い、露出するフルジップの裏地も対象になります。 — クラス 1 は、起毛表面で燃焼時間が 7.0 秒を超えることを要件とします(出
典)
ラベルは加飾ではなく、生産の一部です。 — 5% 以上を占めるすべての繊維を、その割合とともに開示する必要があります。原産国、RN番号または名称も必要です(出典)
子ども用パーカーには独自の仕様が必要です。 — 首まわりとフードのドローストリングに関連する死亡事故 26 件と非致死の事故 73 件、期間は 1985–2019
(出典)
輸入したコットンのフリースには、追跡可能な調達記録が必要です。 — 43 社が 2026, 187 年七月に追加され、UFLPAエンティティリストの掲載数は187社
です(出典)
PFAS処理されたフリースは、カリフォルニア州とニューヨーク州で現実のリスクです。 — 州法に適合したのは約 80%(検査した約 115 製品のうち)で、約
20% は適合しませんでした(出典)

https://jp.zigpac.com/custom-printing-on-apparel/custom-full-zip-hoodies.html
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-D/part-1610/subpart-A/section-1610.4
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-D/part-1610/subpart-A/section-1610.4
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303/section-303.16
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Drawstrings-in-Childrens-Upper-Outerwear
https://www.dhs.gov/news/2026/07/31/dhs-announces-addition-43-companies-uflpa-entity-list
https://www.theguardian.com/environment/2026/jun/15/pfas-clothing-textiles-report


まとめ:各関門を見える化する
小規模事業者のパーカー注文が、一度にすべて失敗することはまれです。サイズの到着が遅れる受付段階、アートワークが量産可能な状態でないセットアップ段階、洗濯していない新品のサ
ンプルを承認してしまう承認段階で、少しずつ遅れが生じます。不良は、ファスナーの前立て、硬化工程、ラベルから生じます。この七つの関門ごとに進捗を報告するようサプライヤーに求
めれば、一週間の沈黙は、対応できる状況報告に変わります。

プリント入りフルジップの生産をご計画なら、色ごとの数量、サイズ、加飾、手元に必要な期日をお知らせください。注文を関門ごとに整理して範囲を詰めます。まずは当社の カスタムジッ
プアップパーカー のページからお見積もりをご依頼ください。具体的なご注文に合わせて、最低数量、リードタイム、試験内容を書面で確認します。一般的な数値をお伝えすることはありま
せん。
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